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(57)【要約】
　【課題】　複数の入力電源を持ち、DCDCコンバータへ
の入力電圧が変動する電源システムに対しても、電源回
路の安定動作を可能とし、DCDCコンバータの動作に起因
する周期的なノイズを除去できる超音波診断装置を提供
する。
　【解決手段】　本発明にかかる超音波診断装置は、複
数の電源入力部と、前記複数の電源入力部のうち１つの
電源入力部に切り替える電源切替部と、前記電源切替部
により切り替えられた前記電源入力部から電源を入力し
、定電圧の電源を出力する主コンバータと、前記定電圧
の電源を入力し、超音波診断装置を構成する回路に電源
を出力する複数の従コンバータとを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電源入力部と、
　前記複数の電源入力部のうち１つの電源入力部に切り替える電源切替部と、
　前記電源切替部により切り替えられた前記電源入力部から電源を入力し、定電圧の電源
を出力する主コンバータと、
　前記定電圧の電源を入力し、超音波診断装置を構成する回路に電源を出力する複数の従
コンバータと
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記主コンバータは、前記複数の電源入力部の電源電圧のうち最も高い電圧と略等しい
前記定電圧を出力することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記主コンバータは、前記定電圧未満の電源を入力し、前記定電圧まで昇圧して出力す
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記電源切替部は、前記複数の電源入力部の電源電圧のうち最も高い電圧の電源入力部
に切り替えることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記電源切替部は、
　前記複数の電源入力部の電源電圧のうち最も高い電圧の電源入力部に切り替え、
　前記切り替えられた電源入力部の電源電圧が他の電源入力部の電源電圧より低下した場
合又は前記切り替えられた電源入力部の電源が切断された場合、前記他の電源入力部の電
源電圧のうち最も高い電圧の電源入力部に切り替えることを特徴とする請求項１乃至４の
何れか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記複数の電源入力部は、交流電源を直流電源に変換して出力する第１の電源入力部と
、バッテリの直流電源を出力する第２の電源入力部とを含み、
　前記電源切替部は、前記第１の電源入力部からの電源を出力し、前記第１の電源入力部
の電源が切断された場合、前記第２の電源入力部に切り替え、
　前記主コンバータは、前記第１の電源入力部からの電源を出力し、前記第１の電源入力
部の電源が切断された場合、前記第２の電源入力部からの電源電圧を前記第１の電源入力
部の電源電圧まで昇圧して出力することを特徴とする請求項１乃至５の何れか１つに記載
の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記主コンバータは、入力クロック信号を入力し、前記入力クロック信号に基づいて出
力クロック信号を生成し、
　前記主コンバータ及び前記従コンバータは、前記出力クロック信号に基づいて、前記主
コンバータ及び前記従コンバータに含まれる半導体素子の動作を同期させることを特徴と
する請求項１乃至６の何れか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記主コンバータは、入力クロック信号を入力し、前記入力クロック信号に基づいて出
力クロック信号を生成し、前記出力クロック信号を前記複数の従コンバータに出力するこ
とを特徴とする請求項１乃至７の何れか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記主コンバータは、入力クロック信号を入力し、前記入力クロック信号に基づいて出
力クロック信号を生成し、前記出力クロック信号を前記複数の従コンバータのうち少なく
とも１つに出力し、
　前記出力クロック信号を入力する前記従コンバータは、前記主コンバータから前記出力
クロック信号が入力されない前記従コンバータにクロック信号を出力することを特徴とす
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る請求項１乃至８の何れか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記主コンバータは、入力クロック信号を入力し、前記入力クロック信号に基づいて出
力クロック信号を生成し、
　前記出力クロック信号の高調波及びサブ高調波は、超音波診断装置の連続波ドプラスペ
クトラム法に用いられる信号帯域に含まれないことを特徴とする請求項１乃至９の何れか
１つに記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に、電源を切り替える超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置における一般的な電源システムは、分散型システムと呼ばれ、１
つの入力電源に対して、電源の後段に複数のDCDCコンバータが設けられ、複数のDCDCコン
バータが各デバイスに必要な電圧を生成する構成を有していた。この場合、DCDCコンバー
タにスイッチング方式を用いると、スイッチングノイズが回り込み、画像ノイズが発生し
易くなる。スイッチングノイズによる画質の低下は、特に、連続波ドプラスペクトラム法
による撮像において顕著であるため、画像ノイズの発生を防止できる方法として、超音波
送受におけるパルス繰り返し周波数を設定するPRF設定手段が設けられ、スイッチング型D
CDCコンバータに出力されるクロック信号がPRF設定手段で設定されたパルス繰り返し周波
数の整数倍となるように、クロック制御回路が制御を行っていた（例えば、特許文献１参
照）。
【０００３】
　近年では、装置の小型・軽量化が進み、持ち運び可能な超音波診断装置が開発され、往
診等にも利用されている。このような超音波診断装置は、電源としてバッテリを用いるも
のがある。バッテリを使用することで、電源がない場所での超音波診断装置の使用が可能
となる。また、電源がない場所では、入力電源としてバッテリを使用し、電源がある場所
では、ACDC電源を入力電源として使用する場合、複数の入力電源を持つ構成となる。
【０００４】
　複数の入力電源から出力される電圧は異なることがあり、さらに、バッテリを使用した
場合には、バッテリの残量に応じて出力電圧が変動するため、DCDCコンバータへの入力電
圧は使用する入力電源によって変動する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－２１３７８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の超音波診断装置の電源システムの構成では、入力電源が１つであるため、DCDCコ
ンバータの入力電圧が一定である場合について検討されているだけであり、複数の入力電
源を備え、入力電圧が変動する場合については、DCDCコンバータの入力電圧の変動が検討
されていない。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、複数の入力電源を持ち、DCDCコンバータへの入力電圧が変動
する電源システムに対しても、電源回路の安定動作を可能とすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明にかかる超音波診断装置は、複数の電源入力部と、前記複数の電源入力部のうち
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１つの電源入力部に切り替える電源切替部と、前記電源切替部により切り替えられた前記
電源入力部から電源を入力し、定電圧の電源を出力する主コンバータと、前記定電圧の電
源を入力し、超音波診断装置を構成する回路に電源を出力する複数の従コンバータとを備
える。
【０００９】
　この構成によれば、複数の入力電源を持ち、DCDCコンバータへの入力電圧が変動する電
源システムに対しても、電源回路の安定動作が可能である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、複数の入力電源を持ち、DCDCコンバータへの入力電圧が変動する電源システ
ムに対しても、電源回路の安定動作が可能であるという効果を有する超音波診断装置を提
供することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施の形態の超音波診断装置の一例を示したブロック図である。
【図２】電圧変換部の構成の一例を示したブロック図である。
【図３】DCDCコンバータの原理について説明した図である。
【図４】DCDCコンバータ出力電圧波形の一例を示した図である。
【図５】主コンバータから従コンバータに入力される電圧が変化する場合におけるFET駆
動信号を示した図である。
【図６】主コンバータから従コンバータに入力される電圧が変化する場合における従コン
バータの出力電圧の周波数成分を示した図である。
【図７】主コンバータ及び従コンバータに含まれるスイッチング素子（半導体素子）の動
作を同期又は非同期させる場合におけるスパイクノイズの発生を示した図である。
【図８】出力クロック信号の高調波及びサブ高調波が、連続波ドプラスペクトラム法信号
帯域及び処理帯域に含まれないことを示した図である。
【図９】従コンバータが他の従コンバータから出力クロックを入力することを示した図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態の超音波診断装置について、図面を用いて説明する。図１は
、本実施の形態の超音波診断装置の一例を示したブロック図である。図１に示すように、
超音波診断装置１は、第１の電源入力部１０、第２の電源入力部５０、電圧変換部６０、
制御部７０、整相処理部８０、操作部９０、送受信部１００、信号処理部１１０、プロー
ブ１２０、画像処理部１３０、及び表示部１４０を備える。
【００１３】
　第１の電源入力部１０と第２の電源入力部５０は、電圧変換部６０に電源を供給する。
電圧変換部６０は、電源入力部１０，５０から入力された電源を、超音波診断装置１を構
成する各機能ブロックに供給する電圧に変換する。電圧変換部６０は、主にDCDCコンバー
タにより構成される。DCDCコンバータは、電圧変換を行うパワー回路と制御回路を含む。
パワー回路は、制御回路からの駆動信号によって、スイッチング素子（半導体素子）のON
/OFFを行う。このスイッチング動作により、入力電圧をON/OFFすることで、出力電圧の昇
降が行われる。
【００１４】
　制御部７０は、操作部９０を介して、検査者からの指示を受け入れる。検査者が、操作
部９０により選択した診断モードに応じて、制御部７０により送波信号が生成される。
【００１５】
　プローブ１２０は、図示しない複数のセンサーにより形成される。このセンサーは、電
気信号と音響信号を相互変換する機能を有し、圧電振動子等の素子が用いられる。超音波
診断装置１では、１枚の診断画像を形成するために、複数の超音波ビームが形成される。
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１本のビームを形成するためには、複数のセンサーからの信号を用いて、診断に必要な超
音波強度制御、ビーム方向制御、及びビーム指向性を確保する整相処理が必要とされる。
【００１６】
　整相処理部８０により整相処理された送波信号は、送受信部１００で増幅され、プロー
ブ１２０へ入力される。プローブ１２０に入力された送波信号は、超音波信号へ変換され
、プローブ１２０を生体に接触させることで超音波の送受波を行う。受波された超音波信
号は、プローブ１２０で電気信号に変換され、送受信部１００、整相処理部８０、信号処
理部１１０、及び画像処理部１３０を介して、超音波診断画像として、表示部１４０に出
力される。
【００１７】
　図２は、電圧変換部６０の構成の一例を示したブロック図である。図２に示すように、
電圧変換部６０は、クロック生成部２０、電源切替部２１０、主コンバータ（DCDCコンバ
ータ）２２０、及びDCDCコンバータ（従コンバータ）３００を含む。
【００１８】
　複数の電源入力部１０，５０は、それぞれ電源切替部２１０に、電源を入力する。電源
切替部２１０は、使用する電力供給源を複数の電源入力部１０，５０から決定し、複数の
電源入力部１０，５０のうち１つの電源入力部に切り替える。
【００１９】
　DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０は、電源切替部２１０により切り替えられた電
源入力部（第１の電源入力部１０又は第２の電源入力部５０）から電源を入力し、定電圧
の電源を出力する。電源入力部に応じて入力電圧が異なる場合であっても、DCDCコンバー
タ（主コンバータ）２２０は、入力電圧を一定の電圧（定電圧）に変換し、定電圧の電源
を出力する。
【００２０】
　本実施の形態では、入力電圧の異なる電源入力部が複数備えられていても、DCDCコンバ
ータ（主コンバータ）２２０が定電圧に変換することで、DCDCコンバータ（従コンバータ
）３００に入力される電圧が一定となるので、電源入力部の入力電圧の差異に依存せず、
電源回路の安定動作を実現することができる。
【００２１】
　DCDCコンバータ（従コンバータ）３００は、複数のDCDCコンバータ３００－１乃至DCDC
コンバータ３００－Ｎを含み、DCDCコンバータ２２０から出力される定電圧の電源を入力
し、各デバイスに必要な電圧に変換して、超音波診断装置１を構成する回路（各機能ブロ
ック）に電源（電圧Vo1～VoN）を出力する。
【００２２】
　クロック生成部２０は、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０の動作クロックを生成
するためのクロック信号（入力クロック信号）をDCDCコンバータ（主コンバータ）２２０
に入力する。入力クロック信号を基準に、DCDCコンバータ２２０の動作クロックが生成さ
れる。DCDCコンバータ（従コンバータ）３００の動作クロックは、DCDCコンバータ２２０
の動作クロックを基準に、出力クロック信号として生成される。
【００２３】
　出力クロック信号の高調波及びサブ高調波が、超音波診断装置１の連続波ドプラスペク
トラム法に用いられる信号帯域に含まれないように、DCDCコンバータ（主コンバータ）２
２０は、出力クロック信号を生成する。
【００２４】
　DCDCコンバータは、インダクタが持つ電気磁気エネルギー変換の特徴を利用して、入力
電圧を昇降圧する。DCDCコンバータの原理について図３を用いて説明する。図３（ａ）に
示すように、DCDCコンバータは、DCDCコンバータの入力電圧Vinと、SW1及びSW2の２つの
スイッチと、エネルギーを蓄積／放出するインダクタL1と、負荷R1を備える。図３（ｂ）
に示すように、SW1が接続（ON）されて、SW2が解放（OFF）されると、SW1を介して、イン
ダクタL1に、図３（ｄ）に示すIL1（太線）が流れる。一方、図３（ｃ）に示すように、S
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W1が開放（OFF）されて、SW2が接続（ON）されると、インダクタL1に蓄えられたエネルギ
ーがR1を介して放出され、インダクタL1に、図３（ｄ）に示すIL1（細線）が流れる。ス
イッチングを繰り返す結果、図３（ｄ）に示すような出力電流IL1を得ることが可能とな
り、そのときの出力電圧は“R1×IL1”で表すことができる。SW1及びSW2それぞれを開閉
するタイミングは、図３（ｄ）に示すCLK（クロック信号）に従う。CLKがハイレベルのと
きは、SW1がONとなり、SW2がOFFとなる。CLKがローレベルのときは、SW1がOFFとなり、SW
2がONとなる。負荷R1に並列に接続されているコンデンサC1は、出力電流の変動を抑える
ことにより、出力電流をさらに直流電流に近似させることができる。
【００２５】
　DCDCコンバータ出力電圧波形の一例を図４に示す。“A”は出力電圧波形、“B”はリッ
プル電圧波形、“C”はスイッチング周期、“D”はスパイク電圧波形をそれぞれ示してい
る。リップル電圧波形Bは、スイッチングによるコイル電流やコイルに蓄えられた電流エ
ネルギーがコンデンサC1に解放されるときに、コンデンサのESR（直列等価抵抗）と直流
電流により発生するノイズであり、スイッチング周波数に同期したノイズである。
【００２６】
　一方、スパイク電圧波形（スパイクノイズ）は、スイッチングのタイミングで発生する
高周波ノイズであり、主に、図３（ａ）～（ｃ）に示すSW1及びSW2のターンオンとターン
オフを急峻に行うことに起因して発生するノイズである。スパイク電圧波形は、数十MHz
の高周波を主成分とする波形となる。
【００２７】
　DCDCコンバータでは、インダクタL1による電気磁気エネルギー変換を行うこと及びSWを
介して出力電圧を得ること等から、入力されたエネルギーを１００％変換することができ
ない。また、入力電圧から出力電圧の変換を行う際には、スイッチング周波数の設定及び
CLK（クロック信号）のデューティー比を任意に定める必要がある。
【００２８】
　このように、DCDCコンバータにスイッチング方式を用いると、各パラメータの選択によ
り、FETの動作周波数によっては、FETのスイッチングに起因するノイズ（リップル電圧波
形やスパイク電圧波形等）が各スイッチングの時間帯で発生し、画像ノイズが発生し易く
なる。
【００２９】
　そこで、本実施の形態では、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０は、クロック生成
部２０から入力クロック信号を入力し、入力クロック信号に基づいて出力クロック信号を
生成し、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０及びDCDCコンバータ（従コンバータ）３
００は、出力クロック信号に基づいて、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０及びDCDC
コンバータ（従コンバータ）３００に含まれる半導体素子の動作を同期させる。また、出
力クロック信号の高調波及びサブ高調波が、超音波診断装置１の連続波ドプラスペクトラ
ム法に用いられる信号帯域に含まれないように、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０
は、出力クロック信号を生成する。
【００３０】
　この結果、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０の動作クロックを基準として、出力
クロック信号を生成し、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０及びDCDCコンバータ（従
コンバータ）３００に含まれる半導体素子の動作を同期させることで、スイッチングに起
因するノイズが発生する時間帯を集約することができ、ノイズを減らすことができる。ま
た、出力クロック信号の周波数（高調波及びサブ高調波の周波数を含む）を、連続波ドプ
ラスペクトラム法に用いられる連続波ドプラ処理帯域から外すことで、DCDCコンバータ（
主コンバータ及び従コンバータ）の動作に起因する周期的なノイズを除去することができ
る。
【００３１】
　次に、本実施の形態の超音波診断装置１の動作について説明する。まず、図１及び図２
に示す第１の電源入力部１０と第２の電源入力部５０から、電圧変換部６０（又は、電源
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切替部２１０）に電源が供給される。例えば、第１の電源入力部１０は、ACアダプタ（AC
DC電源）であって、交流電源を直流電源に変換して、電圧Va[V]を出力する。また、第２
の電源入力部５０は、バッテリであって、直流電源（バッテリ残量に応じて、電圧Vb1[V]
～Vb2[V]）を出力する。
【００３２】
　電源切替部２１０は、複数の電源入力部１０，５０のうち１つの電源入力部に切り替え
る。この場合、電源切替部２１０は、複数の電源入力部１０，５０の電源電圧（Va[V]及
びVb[V]）のうち最も高い電圧の電源入力部に切り替える。また、電源切替部２１０は、
切り替えられた電源入力部の電源電圧が他の電源入力部の電源電圧より低下した場合又は
切り替えられた電源入力部の電源が切断された場合、他の電源入力部の電源電圧うち最も
高い電圧の電源入力部に切り替える。
【００３３】
　例えば、第１の電源入力部（ACアダプタ）１０の電圧Va[V]が、第２の電源入力部（バ
ッテリ）５０の電圧Vb[V]より高い場合、電源切替部２１０は、第１の電源入力部（ACア
ダプタ）１０に切り替える。そして、第１の電源入力部（ACアダプタ）１０の電源が切断
された場合、第２の電源入力部（バッテリ）５０に切り替える。
【００３４】
　また、第１の電源入力部１０が交流電源を直流電源に変換するACアダプタであって、第
２の電源入力部５０がバッテリである場合、電源切替部２１０は、第１の電源入力部（AC
アダプタ）からの電源を優先して出力し、第１の電源入力部（ACアダプタ）の電源が切断
されたときに、第２の電源入力部（バッテリ）に切り替える。
【００３５】
　DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０は、電源切替部２１０により切り替えられた電
源入力部から電源を入力し、定電圧Vc[V]の電源を出力する。DCDCコンバータ（主コンバ
ータ）２２０は、各電源入力部に共通のDCDCコンバータであって、出力される電圧は、電
源入力部（第１の電源入力部１０及び第２の電源入力部５０）に依存せず、Vc[V]と一定
であるので、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０の後段に設けられるDCDCコンバータ
（従コンバータ）３００は、所定の定電圧により動作可能となり、電源回路の安定動作を
実現することができる。
【００３６】
　また、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０は、複数の電源入力部の電源電圧うち最
も高い電圧と略等しい定電圧Vc[V]を出力する。DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０
は、定電圧Vc[V]未満の電源を入力した場合、定電圧Vc[V]まで昇圧して出力する。
【００３７】
　例えば、第１の電源入力部（ACアダプタ）１０の電圧Va[V]が、第２の電源入力部（バ
ッテリ）５０の電圧Vb[V]より高い場合、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０は、第
１の電源入力部（ACアダプタ）１０の電圧Va[V]と略等しい定電圧Vc[V]を出力する（Va[V
]≒Vc[V]）。そして、第１の電源入力部（ACアダプタ）１０の電源が切断された場合、DC
DCコンバータ（主コンバータ）２２０は、第２の電源入力部（バッテリ）５０の電圧Vb[V
]を定電圧Vc[V]まで昇圧して出力する（Vb[V]＜Vc[V]）。このように、通常使用する電源
入力部（ACアダプタ）の電圧Va[V]を基準に、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０の
出力定電圧Vc[V]を設定することにより（Va[V]≒Vc[V]）、通常時（ACアダプタが接続さ
れている状態）ではDCDCコンバータ（主コンバータ）２２０が昇圧を行わないので、DCDC
コンバータ（主コンバータ）２２０の消費電力が低減される。
【００３８】
　複数のDCDCコンバータ（従コンバータ）３００は、DCDCコンバータ（主コンバータ）２
２０から定電圧の電源を入力し、超音波診断装置を構成する回路に電源を出力する。
【００３９】
　図５は、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０からDCDCコンバータ（従コンバータ）
３００に入力される電圧が変化する場合におけるFET駆動信号を示した図である。図５に
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示すように、DCDCコンバータ（従コンバータ）３００の入力電圧が変化（例えば、Va[V]
からVb[V]へ変化）すると、DCDCコンバータのFET（半導体素子）を駆動するためのFET駆
動信号のデューティー比が変化する。FETのスイッチング（ON/OFF）のタイミングで、DCD
Cコンバータ（従コンバータ）３００の出力電圧のスパイクノイズが変化するため、図５
のように、DCDCコンバータ（従コンバータ）３００の入力電圧値が変われば出力電圧波形
に見られるスパイクノイズも変化する。
【００４０】
　図６は、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０からDCDCコンバータ（従コンバータ）
３００に入力される電圧が変化する場合におけるDCDCコンバータ（従コンバータ）３００
の出力電圧の周波数成分を示した図である。図６に示すように、DCDCコンバータ（従コン
バータ）３００の入力電圧が変化（例えば、１２[V]から２０[V]へ変化）すると、入力電
圧の変動により、ピークノイズの周波数やノイズレベルが変化するので、これらの変化が
画像に影響を与える。
【００４１】
　そこで、本実施の形態では、電源切替部２１０により電源入力部１０，５０が切り替わ
っても、内部回路を変更することなく装置駆動を可能とし、入力電圧の変動による画像へ
の影響を防止するために、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０は定電圧の電源を出力
し、複数のDCDCコンバータ（従コンバータ）３００はDCDCコンバータ（主コンバータ）２
２０から定電圧の電源を入力する。
【００４２】
　DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０は、クロック生成部２０から入力クロック信号
を入力し、入力クロック信号に基づいて出力クロック信号を生成し、出力クロック信号を
複数のDCDCコンバータ（従コンバータ）３００に出力する。DCDCコンバータ（主コンバー
タ）２２０及びDCDCコンバータ（従コンバータ）３００は、出力クロック信号に基づいて
、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０及びDCDCコンバータ（従コンバータ）３００に
含まれるスイッチング素子（半導体素子）の動作を同期させる。
【００４３】
　図７は、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０及びDCDCコンバータ（従コンバータ）
３００に含まれるスイッチング素子（半導体素子）の動作を同期又は非同期させる場合に
おけるスパイクノイズの発生を示した図である。図７に示すように、DCDCコンバータは、
クロック信号に基づいて、DCDCコンバータの制御を行うコントローラにより動作クロック
信号を生成し、動作クロック信号の立ち上りに同期させて、FET（スイッチング素子）の
スイッチングを行うことで、電圧を生成する。
【００４４】
　本実施の形態では、図７（ａ）に示すように、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０
は、クロック生成部２０から入力クロック信号を入力し、入力クロック信号に基づいて動
作クロック信号を生成し、動作クロック信号の立ち上りに同期させて、DCDCコンバータ（
主コンバータ）２２０のFETのスイッチングを行うとともに、動作クロック信号を出力信
号として、複数のDCDCコンバータ（従コンバータ）３００に出力する。DCDCコンバータ（
従コンバータ）３００は、出力クロック信号の立ち上りに同期させて、DCDCコンバータ（
主コンバータ）２２０のFETのスイッチングを行う。この結果、出力クロック信号に基づ
いて、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０及びDCDCコンバータ（従コンバータ）３０
０に含まれるFETの動作を同期させる。
【００４５】
　このように、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０及びDCDCコンバータ（従コンバー
タ）３００に含まれるFETの動作を同期させることにより、各DCDCコンバータのFET動作に
起因して発生するスパイクノイズの時間帯を集約させて、スパイクノイズを減らすことが
できる。
【００４６】
　また、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０の動作クロックが変動した場合、それに
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伴ってFET動作及び出力クロック信号も変動する。このような場合に、図７（ａ）の構成
であれば、後段のDCDCコンバータ（従コンバータ）３００の動作クロック信号も変動する
ため、DCDCコンバータ（従コンバータ）３００のFET動作は、DCDCコンバータ（主コンバ
ータ）２２０に同期したFET動作が可能となる。そのため、DCDCコンバータ（主コンバー
タ）２２０の動作クロックが変動しても、DCDCコンバータ（従コンバータ）３００のスパ
イクノイズは、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０の立ち上がりに同期した時間帯（
主コンバータのスパイクノイズ周辺）に現れ、スパイクノイズの時間帯を集約させること
ができる。
【００４７】
　一方、図７（ｂ）の構成であれば、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０のFET動作
のみが変動し、DCDCコンバータ（従コンバータ）３００のFET動作は、クロック生成部２
０から入力される入力クロック信号に同期する。そのため、DCDCコンバータ（従コンバー
タ）３００のスパイクノイズは、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０のスパイクノイ
ズと異なる立ち上りに同期した時間帯に現れる。
【００４８】
　したがって、本実施の形態では、スパイクノイズを減らすため、DCDCコンバータ（主コ
ンバータ）２２０の動作クロック信号（出力信号）を基準として、後段のDCDCコンバータ
（従コンバータ）３００の動作を同期させる。つまり、図２に示すように、DCDCコンバー
タ（主コンバータ）２２０は、入力クロック信号を入力し、入力クロック信号に基づいて
出力クロック信号（動作クロック信号）を生成し、出力クロック信号を複数のDCDCコンバ
ータ（従コンバータ）３００に出力する。
【００４９】
　この場合、図８に示すように、出力クロック信号の高調波及びサブ高調波が、超音波診
断装置１の連続波ドプラスペクトラム法に用いられる信号帯域（連続波ドプラスペクトラ
ム法信号帯域）及び処理帯域に含まれないように、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２
０は、出力クロック信号を生成する。
【００５０】
　DCDCコンバータ（従コンバータ）３００は、DCDCコンバータ２２０から出力される定電
圧の電源及び出力クロックを入力し、各デバイスに必要な電圧に変換して、超音波診断装
置１を構成する回路（各機能ブロック）に電源（電圧Vo1～VoN）を出力する。
【００５１】
　このように、本実施の形態によれば、複数の入力電源を持ち、DCDCコンバータへの入力
電圧が変動する電源システムに対しても、電源回路の安定動作を可能とし、DCDCコンバー
タの動作に起因する周期的なノイズを除去することができる。
【００５２】
　以上、本発明にかかる実施の形態について説明したが、本発明はこれらに限定されるも
のではなく、請求項に記載された範囲内において変更・変形することが可能である。
【００５３】
　本実施の形態では、第１の電源入力部１０がACアダプタであって、第２の電源入力部５
０がバッテリである場合を説明したが、複数の電源入力部（第１の電源入力部１０及び第
２の電源入力部５０）は、全てバッテリであってもよい。
【００５４】
　複数の電源入力部（第１の電源入力部１０及び第２の電源入力部５０）がバッテリであ
る場合、電源切替部２１０は、複数のバッテリのうち最も高い電圧Vb[V]の電源入力部に
切り替え、バッテリの残量が減少して電圧Vb[V]が低下したときは、他のバッテリの電源
電圧うち最も高い電圧Vb[V]の電源入力部に切り替える。
【００５５】
　複数の電源入力部（第１の電源入力部１０及び第２の電源入力部５０）がバッテリであ
って、各電圧がVb[V]である場合、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０は、各電圧Vb[
V]と略等しい定電圧Vc[V]を出力する（Vb[V]≒Vc[V]）。そして、バッテリの電圧が低下
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した場合、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０は、電源切替部２１０により切り替え
られた他のバッテリから電圧Vb[V]が入力され、入力される電圧Vb[V]と略等しい定電圧Vc
[V]を出力する（Vb[V]≒Vc[V]）。
【００５６】
　このように、複数のバッテリの電圧Vb[V]を基準に、DCDCコンバータ（主コンバータ）
２２０の出力定電圧Vc[V]を設定すれば（Vb[V]≒Vc[V]）、バッテリを切り替えることに
より、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０に入力される電圧Vb[V]を維持することが
でき、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０が昇圧を行わないので、DCDCコンバータ（
主コンバータ）２２０の消費電力が低減される。バッテリが順次切り替えられた結果、全
てのバッテリの電圧が低下した場合、電源切替部２１０は、複数のバッテリのうち最も高
い（バッテリの残量が最も多い）電圧Vb´[V]の電源入力部に切り替え、DCDCコンバータ
（主コンバータ）２２０は、電圧Vb´[V]を定電圧Vc[V]まで昇圧して出力する（Vb´[V]
＜Vc[V]）。
【００５７】
　また、電源切替部２１０は、電源入力部１０，５０から入力される電源の電圧を検出し
、所定の閾値よりも電圧が低下した場合に、他の電源入力部に切り替えてもよい。例えば
、電源切替部２１０は、複数のバッテリのうち最も高い電圧Vb[V]の電源入力部に切り替
え、バッテリの残量が減少して、電圧Vb[V]が所定の閾値Vb´[V]よりも低下したときは、
他のバッテリの電源電圧うち最も高い電圧Vb[V]の電源入力部に切り替えてもよい。また
、閾値は段階的に設けられてもよい。第1の閾値Vb´[V]に従ってバッテリが順次切り替え
られた結果、全てのバッテリの電圧が第1の閾値Vb´[V]よりも低下した場合は、複数のバ
ッテリのうち最も高い電圧の電源入力部に切り替え、切り替えられた電源入力部の電圧が
第２の閾値Vb´´[V]よりも低下したときは、他のバッテリの電源電圧うち最も高い電圧
の電源入力部に切り替えてもよい。この場合、第２の閾値は、第１の閾値よりも小さい値
となる（Vb´´[V]＜Vb´[V]）。
【００５８】
　また、本実施の形態では、DCDCコンバータ（従コンバータ）３００は、DCDCコンバータ
（主コンバータ）２２０から出力クロックを入力するが、他のDCDCコンバータ（従コンバ
ータ）３００から出力クロックを入力してもよい。例えば、図９に示すように、DCDCコン
バータ（主コンバータ）２２０は、クロック生成部２０から入力クロック信号を入力し、
入力クロック信号に基づいて出力クロック信号を生成し、出力クロック信号を複数のDCDC
コンバータ（従コンバータ）３００のうち少なくとも１つ（例えば、図９のDCDCコンバー
タ３００－１）に出力し、出力クロック信号を入力するDCDCコンバータ（従コンバータ）
３００－１は、DCDCコンバータ（主コンバータ）２２０から出力クロック信号が入力され
ない従コンバータ（例えば、図９のDCDCコンバータ３００－２）にクロック信号を出力し
てもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明にかかる超音波診断装置は、複数の入力電源を持ち、DCDCコンバータへの入力電
圧が変動する電源システムに対しても、電源回路の安定動作を可能とし、DCDCコンバータ
の動作に起因する周期的なノイズを除去できるという効果を有し、電源を切り替える超音
波診断装置等として有用である。
【符号の説明】
【００６０】
１　超音波診断装置
１０　電源入力部
２０　クロック生成部
５０　電源入力部
６０　電圧変換部
７０　制御部
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８０　整相処理部
９０　操作部
１００　送受信部
１１０　信号処理部
１２０　プローブ
１３０　画像処理部
１４０　表示部
２１０　電源切替部
２２０　主コンバータ
３００　従コンバータ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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